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平
成
29
年
３
月
６
日
付
で
当
該

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
書

の
提
出
を
受
け
、
産
業
建
設
厚
生

常
任
委
員
会
に
て
継
続
審
査
と
な

り
、
そ
の
後
、
県
の
担
当
職
員
と

同
委
員
に
よ
る
勉
強
会
の
実
施
な

ど
を
経
て
、
同
年
６
月
定
例
会
に

て
採
択
し
、
６
月
16
日
付
で
高
知

県
知
事
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し

た
。

　
県
は
、
検
討
の
前
提
条
件
と
し

て
、
高
規
格
道
路
の
構
造
に
影
響

を
及
ば
せ
な
い
。
ま
た
、
道
路
設

計
の
基
準
と
な
る
道
路
構
造
令
を

順
守
し
、
カ
ー
ブ
、
縦
断
こ
う
配
等
、

一
番
厳
し
い
条
件
を
適
用
し
、
検

討
を
行
い
ま
し
た
。

　
場
所
に
つ
い
て
は
、
拳
ノ
川
か

ら
佐
賀
間
は
総
じ
て
地
形
的
な
条

件
が
非
常
に
厳
し
く
、
道
路
構
造

令
の
基
準
を
順
守
す
る
こ
と
が
難

し
い
中
、
一
番
可
能
性
の
高
い
拳

ノ
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
で

検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
場
所
に
お
い
て
は
、
高
規

格
道
路
の
橋
梁
（
き
ょ
う
り
ょ
う
）

の
上
部
か
下
部
を
通
過
す
る
こ
と

が
必
要
で
、
上
部
の
場
合
20
・
９
％
、

下
部
の
場
合
16
・
５
％
の
縦
断
こ

う
配
と
な
り
、
い
ず
れ
も
基
準
８
・

５
％
を
満
た
し
ま
せ
ん
。

　
こ
の
縦
断
こ
う
配
を
基
準
内
で

収
め
る
た
め
に
は
、
現
国
道
や
接

続
す
る
道
路
の
ほ
か
に
相
当
な
距

離
の
新
た
な
道
路
建
設
を
要
し
、

高
規
格
道
路
建
設
へ
の
影
響
が
大

き
い
こ
と
か
ら
適
切
で
は
な
い
と

考
え
、
県
と
し
て
は
連
絡
道
の
設

置
は
困
難
で
あ
る
と
判
断
に
至
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。
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平
成
29
年
６
月
議
会
で
可
決
し
た
「
高
規
格
幹
線
道
路
に
佐
賀

北
部
地
域
と
佐
賀
と
の
間
で
利
用
で
き
る
一
般
道
路
と
の
連
結
路

の
建
設
を
求
め
る
意
見
書
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
経
緯
と
検

討
結
果
の
要
旨
を
報
告
し
ま
す
。

長年親しんできた大方庁舎は、１月中旬より解体されます。

新庁舎です


